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	1. 実証の目的
	2. 実証の概要
	2.1 　実証概要
	2.2 　実証グループ要件
	2.2.1 　提案主体に係る要件
	（１）次の①及び②の団体等からなるコンソーシアムであること。
	①　実証に協力・連携が可能な地方公共団体。ただし、業務情報等の非公開データを用いたAI活用に意欲を持ち、かつ実証終了後も継続的にAI活用の取組を遂行する意思のある２以上の団体とする。（実証に参加する地方公共団体のことを、以下「実証自治体」という。）
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	（３）AIへのインプット情報は、原則として実証自治体が業務の遂行にあたり取得・保有しているデータとすること。
	（４）原則として、実証自治体のネットワーク環境からクラウドAIを活用するモデルであること。
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	（２）実施体制
	●　実証に係る平時及び緊急時の連絡調整のため、総務省及び総務省が指定する請負事業者の指示に従い連絡体制を構築すること。
	●　実証において個人情報を取り扱う際には、法令等を適切に踏まえて行うこと。
	●　実証にあたっては、関係者が連携して十分な情報セキュリティ対策を講じること。
	●　実証を実施するために、既存環境に対して追加でICT環境整備を行う必要があると総務省及び総務省が指定する請負事業者が判断した場合には、総務省及び総務省が指定する請負事業者と調整・協議の上で実施すること。

	（３）事業期間
	（４）実証に必要なICT環境の整備
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	ｲ.　クラウドAIの標準化に貢献するものであること。
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	ｵ.　個人情報保護、情報セキュリティ対策を適切に講じるものであること。
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	ｸ.　本実証の終了後もクラウドAIの活用及び整備したICT環境の活用計画が具体化されていること。

	③　3.（２）の実施体制に沿って実証を円滑に遂行するための実施体制が確保されていること。
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	ｲ.　実証グループのICT環境に精通し、実証を効果的・効率的に遂行する能力、実績を有するプロジェクトマネージャー、有識者等が参画していること。
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